Superexpressolideの全合成研究　（12ポイント）
（富山大院薬1・北陸新幹大工2） ○輝 太陽1・白鷹 翼2・立山つるぎ1　　（演者に○，12ポイント）
（１行空ける）
【目的】2015年3月に富山県で単離された興奮，熱狂性化合物superexpressolideの全合成を目的とする。
（所属から1行空け，フォントサイズは10.5ポイントとして下さい）
【実験結果】鍵段階は従来法を用いると2工程で合わせて約4時間かかったが，新方法では1工程約2時間で終了した。・・・・・・・・・・・・
（図表等は，設定した余白にはみ出さないように挿入して下さい）
【考察】本合成法により，より興奮性の高い誘導体の開発が可能となる。
注意事項
（１）用紙設定はB5とし，余白は上下左右25 mmとして下さい。口頭，ポスター発表ともに１ページ以内で作成して下さい。
（２）講演題目と所属，氏名（演者に○）は12ポイント，本文は10.5ポイントの文字を使用して下さい。日本語のフォントは明朝系を使用して下さい。行間，文字間の設定は，読みやすい仕上がりとなるよう御配慮下さい。
（３）演題，所属，氏名の左には，講演番号を入れるため，紙面左端から5 cmの空白を設けて下さい（事務局で書き入れます）。また，本文は所属から１行空けて書き始めて下さい。
（４）本文は【目的】【実験結果】【考察】等に分けて簡潔に記載してください。

（５）図表等は，設定した余白にはみ出さないように挿入して下さい。カラーは使用できません（白黒で印刷されます）。
（６）ファイルには「富山大院薬輝太陽.doc」，「富山大院薬輝太陽.pdf」のように所属と名前がわかるようにファイル名を付けて下さい。WordとPDFファイルの両方を添付のうえ，下記まで送信ください。
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